
令和2年度一般会計歳入歳出決算認定
～情報管理費～

　市民課窓口においてキャッシュレス決済を
試行的に導入したとあるが、導入後の課題は

あるか。
　キャッシュレス決済について、包括連携協
定をＰａｙＰａｙ株式会社と締結し実証事業

に取り組んでいるところであるが、課題としては、
今後は手数料が発生することである。また、キャッ
シュレス決済のシステムが市の会計処理に合ってい
ない点もあるため、その解消を図る必要がある。
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令和2年度一般会計歳入歳出決算認定
～協働共生推進費～

　多文化共生事業を充実させていくための
具体的な取り組みや方針はあるか。
　令和2年度に実施した、市内事業所におけ
る外国人受入れ調査に基づき、今年度、多文

化共生の情報誌を発行して、市内事業所や学校に配
布した。また、自治会長やコミュニティセンターの
職員を対象に、外国人が多く住む地域の先進事例
や、やさしい日本語の研修を実施するなど、事業所
や地域に対して取り組みを広げてまいりたい。

令和2年度袋井市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定

　日常生活のちょっとした困りごとを支援す
る生活支援活動を浅羽・笠原地区が開始し、

ほかの地域にも広がりを見せているが、これは市か
らの要請によるものか。

　住民主体の活動であり、市は、地域の福祉
関係者が参加する₁₀年後2₀年後の地域を考え

るワークショップなどで今後の高齢化の状況を説明
し、日常生活の中で課題や必要な支援に気づいてい
ただけるよう働きかけている。

令和2年度一般会計歳入歳出決算認定
～教育施設整備費～

　２歳児までの子どもを預かる小規模保育
施設が、令和３年４月に新たに６園、市内の中

央部に集中して開園したが、地域バランスを考慮し
ているか。

　今回6園を整備するに当たり、ある程度地
域バランスを考慮した。袋井北地区で子ども

の数が増えているため、事業者の開園要望と、開園
予定地の土地所有者との調整も進めながら6園を整
備した。公立の山梨幼稚園も認定こども園化するた
め、0歳児から2歳児については、ほぼ需要を満た
してきていると考える。

袋井市水道事業給水条例の一部改正
について

　水道の料金改定の趣旨は何か。また、基幹
管路の耐震化事業の進捗状況は。
　袋井市水道料金等懇話会から、給水人口の
増加率の鈍化に加え、節水意識の定着や節水

機器の普及に伴う水需要の減少により、収入の減少
が見込まれる中、大規模災害に備えた水道施設の耐
震化や老朽化に伴う更新を実施するためには、水道
料金の改定が必要であるとの提言をいただいた。水
道事業において、安全安心な水の安定供給は第一で

あり、健全経営を持続する中で、計画的な事業推進
を図るためには、料金改定は必要であると判断し
た。また、基幹管路の耐震化事業については、毎
年、概ね2億円から3億円ぐらいの中で、平均的に
事業を推進している。平成2₅年度に老朽管更新（耐
震化）第2次計画を策定し、基幹管路延長約200キ
ロメートルのうち、令和₁₅年度までに耐震適合率を
₆₆.₅%、延長で約₁₃₃キロメートルの更新を目指し
て進めており、令和2年度末現在では、更新延長は
約₉8キロメートル、耐震適合率が₄8.2%となってお
り、計画値の₄₇.2%を1ポイント上回っている状況
である。
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　令和２年度一般・特別・企業会計の各決算をはじめ、令和３年度一般・特別・企業会計の補正予算や条例改
正などの議案を、各常任委員会で審査しました。ここでは、その一部を紹介します。
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